
Spot Repair

№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

◆

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

ｶﾗｰﾍﾞｰｽ調合 塗料調合 ◆
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ 　主剤
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ 強化剤
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ ｴｺｼﾝﾅｰ

ｶﾗｰﾍﾞｰｽ塗装 塗装回数 ◆
1～3回目 ｾﾐｳｪｯﾄｺｰﾄ　 ～100%隠蔽
4回目 ｺﾝﾄﾛｰﾙｺｰﾄ ◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分 ◆

ｶﾗｰﾍﾞｰｽ ｶﾗｰﾍﾞｰｽの際を消す作業として、ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝに残った ◆
ﾎﾞｶｼ塗装 塗料に対して3Pﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰを10～20％混合する(A)

(A)の塗料をﾎﾞｶｼ際に2～3回ほどﾐﾃﾞｨｱﾑｺｰﾄする

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分 ◆

ﾊﾟｰﾙﾍﾞｰｽ調合 塗料調合 ◆
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ 　主剤
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ 強化剤
ｱｸﾛﾍﾞｰｽ ｴｺｼﾝﾅｰ

ﾊﾟｰﾙﾍﾞｰｽ塗装 ◆
ﾎﾞｶｼ塗装 にそのままﾊﾟｰﾙﾍﾞｰｽを入れて塗装する

最後にﾊﾟｰﾙﾍﾞｰｽ単体で全体をなじませるように ◆
塗装する

1～3回目 ｾﾐｳｪｯﾄｺｰﾄ　 ◆
4回目 ｺﾝﾄﾛｰﾙｺｰﾄ

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分 ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝ設定

11

ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝの中の塗料(A)を取り出し、ｶﾞﾝを洗浄せず

8

塗料使用前は十分に攪拌すること
100
5

80～100%

こと

徐々に塗り広げること

10

指触乾燥させること

9

重量比

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る

色決め部からﾎﾞｶｼ部にかけて

光源を用いてﾊﾟｰﾙ感を確認しな
がら塗装すること

7

指触乾燥させること

6

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

ゴールド系3コートパール色　ボカシ塗装

3

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100
5

40～60%

工程 作業内容 ポイント

1

色決め部はP600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ

4

3～4回 ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
色決め部からﾎﾞｶｼ部にかけて
徐々に塗り広げること

5

指触乾燥させること

口径 ｴｱｰ圧

で丁寧に研磨すること
ﾎﾞｶｼ際はP1500ﾍﾟｰﾊﾟｰで丁寧に
研磨すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する
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吐出量 ｶﾞﾝ距離 ﾊﾟﾀｰﾝ重ね
1.2～1.4mm 0.12～0.18MPa 1.5～2回転 15～20cm 3/5 - 4/5



ｼﾝﾅｰの選定（ｱｳﾀｰﾊﾟﾈﾙ1枚程度の場合）

ﾘﾀｰﾀﾞｰはｼﾝﾅｰ添加量のうち、最大20%分を置き換える量で使用すること
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